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た。現場でのリーチング湛水期間とほぼ同じにあたる実験開始 24日後において、慣行法と同じ給水量 300 mm
に対し、浸出水量は硬盤層未破砕で 98.7 mm、硬盤層破砕で 223.6 mm、供試体から洗脱された塩分量はそれ










               審   査   の   要   旨 
灌漑に伴う塩類化の実態を捉え対策を講じることは乾燥地農業の開発と持続的展開における基盤において
技術的な基本課題である。特にアジアは灌漑施設の整備率が低くその課題を克服していく必要性が高い。本
研究において著者は、地域的特徴の異なる 2つの灌漑プロジェクトの事例を対象に塩類化の現状調査とその
対策についてケーススタディーを展開した。 論文はその前半において 2つの事例における塩類化の共通性、
後半にそれぞれの個別性を明らかにしている。特に 2つ目の事例において、農地内の硬盤層に着目した塩類
の移動の調査と解析を行いその機能を明らかにした。特に、その点に着目して行われた不攪乱土壌コアサン
プルを用いた硬盤層を有する場合の塩類土壌の溶脱実験は、本研究が初めてであり得られた成果により、適
切な対策を行うことによって、増加傾向にある地区内の土壌塩類化面積が軽減できる可能性は高く、今後の
展開に大きく期待することができる道筋を見出した意義は大きい。 
平成３０年１月２４日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
 
